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だいじょうぶ・・・？  

 

 「朝の挨拶をしましょう。」（6 年生当番）  

「はいっ。」（1，2 年生から始まり、だんだん増えてきました。） 

「おはようございます。」    「おはようございまぁす。」 

今６年生の声に合わせて、桃五小のみんなで、元気に挨拶ができました。今週は 1 学期

最後の週です。みんな元気に、1 学期のまとめをしましょうね。 

さて、今日はとっても暑い朝です。こうしているだけでも汗が出てくるくらいですので、

お話を短かくします。 

 さっきも言った通り、今週は 1 学期最後の週です。さて、1 学期の初めに、この 1 年も、

みんなで、「げんきに、なかよく、たのしく」過ごせるように力を合わせましょうというお

話をしました。 

 先週ちょうど給食の時間に、２階から３階までの全教室を、オープンスペースから皆さ

んの様子を見ていました。 

 すると、中学年のある教室で、女の子がうっかりと牛乳を勢いよくこぼしてしまいまし

た。その牛乳がお隣の男の子の机にもあふれてしまいました。 

これは大変。きっとこの男の子は大きな声で『なにすんだよ。』とかいってすごい怒るぞ。

どうしよう・・・・。と、思って教室の外から見ていました。 

すると、文句も言わずに、スッと立ち上げ理大急ぎで布巾掛けから台布巾をもってくる

と、「だいじょうぶ？ ぼくはだいじょうぶだからね。」といって、まず女の子の机の上を

拭き、次に自分の机の上を拭き、文句なんか一つもいいません。あれれ、てっきり大声で

文句言うのかなと思っていたので、うれしいびっくり。 

すごいなあこの男の子は、素敵だなあ。すると、そんな様子を感じて、何人もの友達が

布巾をもって駆け付けてくれました。 

前に、やっぱり給食の時間に、牛乳をこぼした子がいました。その時の隣の男の子は机

ごと避難して、やめろよな。何だよぼくの机まで汚れちゃっただろ。拭いてくれよな。 

この時は思わず、これこれわざとやったわけじゃないだろう。手伝ってあげるくらいの

優しい気持ちはないのか。とちょっと残念な気持ちになりました。そんなですから他の友

達も手伝いに行くこともできませんでした。 

人のことをいつも気にかけて、大切にしてあげられる心、とっても大事ですね。この気

持が、「元気に、仲良く、楽しく」の桃五のもとになるのですよ。 

自分も一生懸命やるけれど友だちのことも大切にして、大丈夫？と優しく見つめながら

協力する。これが桃五の子どもたちのいいところ。 

さて、桃五のみなさん。「だいじょうぶ・・・・？」と言いますか。それとも「なんだよ

お。」と文句を言ってしまうのでしょうか。どちらでしょう・・。だいじょうぶ、ですよね。 

お話、終わります。 


